
陸上記録会準備の手順
慣れればすぐに終わります



処理用のエクセルを起動



風船をクリック



提出してもらった申込ファイルをすべて選択



自動的にkojin,dansi,josiのcsvファイルができる



マットシステムを単体にする



データのリストアで去年のデータを読み込む



競技マスターを念のためエクスポート（CSV)



所属マスターを念のためエクスポート（CSV)



データの削除を実施（競技、所属のCSVがあること確認）



一連の作業の意味

１　エクセルでの作業

マットシステムで読み込む選手データとリレーデータの作成

２　去年のデータのリストア

種目マスターを大会に合わせる

３　競技、所属マスターのエクスポート

バックアップのため

４　データの削除

字のままの意味



大会初期設定を行う　日付も必ず変える



競技マスターをインポート　大会記録の確認



所属マスターのインポート　学校の統廃合を確認



競技者マスターでkojin.csvをインポート



エラーが出たら　原因を探る



主なエラー原因

１　競技マスターにない種目を申し込んでいる

対応：競技マスターに合わせる

例：100m→R002　風力なし100m→R311

エクセルでR002をR311に置き換えを実施

２　種目マスターに競技が存在しない

対応：種目マスターをいじる

よくわからない場合は、八木橋までご相談を！



エラーゼロになればOK



ナンバーカード更新とエントリー更新を実施



リレーデータをインポート　男:dansi.csv 女:josi.csv



競技時刻一括設定で組数を入れる



組数を入れたら日付も入れてデータをエクスポート



エクセルで時刻を設定　YC=招集完了 YS=予選開始



時刻を入れたCSVをインポート



時刻が入ったら　更新実行→保存→閉じる



審判長一括設定ツールで審判長を設定



一括番組作成を行う　組み方は郡市で相談



県の場合の組み分け条件

１　トラック種目

記録順→記録順　組み配置→悪い人から　組内配置→ランダム

短距離の最終組は早い順に「５６４７３８２９１」にレーン変更

リレーは1レーンを抜かして、マックス8チームで編成

長距離はマックス18人で編成

２　フィールド種目

記録順→記録順　組み配置→悪い人から　組内配置→悪い人から



コンソーラー→F2　でフィールドの測定区分を合わせる



県の場合の測定区分

走り高跳び→フィールド

走り幅跳び→フィールド（3回）

ソフトボール投げ→フィールド（3回）



版下を作成　競技順にすると見やすい



資格記録を出したいときは　資格記録の欄にチェック



資格記録付きは　チェック用で使う



作業を終える前に　必ずバックアップの作成を



とりあえずはここまでです　お疲れさまでした

必ず最終的には、陸上の主任や各学校の先生に確認してもらってください。


